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ゲ
ー
テ
・
フ
ァ
ウ
ス
ト
の
悪
魔
メ
フ
ィ
ス
ト
フ
ェ

レ
ス
は
、
通
常
は
地
獄
で
死
霊
を
相
手
と
し
て
い
る

が
、
時
に
は
地
上
に
出
て
、
君
主
・
聖
人
・
哲
人
等

を
試
し
て
み
た
い
と
、
神
様
に
願
い
出
て
許
さ
れ
る
。

　

手
始
め
は
哲
人
フ
ァ
ウ
ス
ト
。
魂
と
引
き
換
え
に

�
永
遠
の
青
春
�
を
与
え
、�
美
女
狂
い
�
に
す
る
。

次
の
狙
い
は
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
。
時
の
皇
帝
は
大
変

な
浪
費
家
。
財
政
は
破
綻
寸
前
、
経
済
・
社
会
秩
序

は
乱
れ
に
乱
れ
て
い
た
。
帝
は
重
臣
を
集
め
、
対
策

を
協
議
さ
せ
た
が
、
名
案
は
浮
か
ば
な
い
。
そ
こ
へ

現
れ
た
の
が
メ
フ
ィ
ス
ト
。
悪
魔
は
囁
く
、
帝
国
の

広
大
な
国
土
は
す
べ
て
帝
の
も
の
。
そ
こ
へ
埋
ま
っ

て
い
る
金
銀
財
宝
を
見
合
い
に
紙
の
お
札
を
出
せ
ば

よ
い
。
重
臣
た
ち
は
当
初
は
こ
の
案
に
消
極
的
だ
っ

た
が
、
ほ
か
に
名
案
が
な
い
た
め
、
こ
れ
を
採
用
す

る
こ
と
と
し
た
。
紙
の
高
額
紙
幣
が
大
量
に
発
行
さ

れ
た
。
滞
っ
て
い
た
国
の
債
務
は
一
掃
さ
れ
、
経

済
・
社
会
の
秩
序
は
回
復
。
し
か
し
、
こ
れ
は
束
の

間
の
こ
と
。
紙
の
お
札
の
裏
付
け
と
な
る
金
銀
が
採

掘
さ
れ
な
い
た
め
、
紙
幣
の
信
用
は
一
挙
に
失
わ
れ
、

大
イ
ン
フ
レ
、
経
済
は
破
綻
し
、
帝
は
退
位
へ
と
。
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フ
ラ
ン
ス
の
音
楽
家
デ
ュ
カ
は
、
百
年
前
、
こ
の

メ
フ
ィ
ス
ト
を
ヒ
ン
ト
に
、
戯
曲
「
魔
法
使
い
と
そ

の
弟
子
」
を
作
曲
し
た
。
あ
る
青
年
が
魔
法
を
憶
え
、

こ
の
世
の
栄
華
を
夢
見
る
。
魔
法
使
い
に
頼
む
と
、

魂
と
引
き
換
え
な
ら
弟
子
に
し
よ
う
。
し
か
し
、
弟

子
に
な
っ
て
も
魔
法
は
一
向
に
教
え
て
く
れ
な
い
。

弟
子
に
与
え
ら
れ
た
仕
事
は
、
毎
日
バ
ケ
ツ
を
持
ち
、

深
い
谷
底
へ
降
り
水
を
汲
み
、
高
い
山
の
上
に
あ
る

魔
法
使
い
の
家
の
水
槽
へ
運
ぶ
こ
と
。
毎
日
、
毎
日

が
大
変
な
重
労
働
。
弟
子
は
す
っ
か
り
疲
れ
果
て
、

あ
る
日
つ
い
ウ
ト
ウ
ト
。
そ
こ
へ
突
然
魔
法
使
い
が

現
れ
、
呪
文
（
バ
ケ
ツ
よ
水
を
汲
め
）
を
唱
え
た
。

あ
ら
不
思
議
。
全
て
の
バ
ケ
ツ
が
一
斉
に
動
き
だ
し
、

谷
底
へ
降
り
、
山
の
上
の
水
槽
ま
で
水
を
運
び
始
め

た
。
た
ち
ま
ち
水
槽
は
水
で
一
杯
。
弟
子
は
�
こ
れ

だ
�
と
思
っ
た
。
翌
日
、
こ
わ
ご
わ
呪
文
を
唱
え
る

と
、
バ
ケ
ツ
が
一
斉
に
動
き
出
し
、
水
槽
は
た
ち
ま

ち
水
で
一
杯
。
こ
こ
ま
で
は
良
か
っ
た
。
し
か
し
、

弟
子
は
�
水
汲
み
終
わ
り
�
の
呪
文
を
知
ら
な
か
っ

た
。
水
槽
の
水
は
ど
ん
ど
ん
溢
れ
、
遂
に
は
洪
水
と

な
り
、
弟
子
は
溺
れ
て
し
ま
っ
た
。
い
ま
あ
る
国
で

は
、
異
次
元
の
金
融
緩
和
と
し
て
、
何
百
兆
円
の
資

金
が
市
場
に
放
出
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
マ
ネ
ー

サ
プ
ラ
イ
は
さ
ほ
ど
増
え
ず
、
市
場
に
は
大
量
の
投

機
資
金
が
溢
れ
て
い
る
。
株
価
は
高
騰
し
、
円
安
も

想
定
外
の
速
さ
で
進
む
。
い
ま
心
配
な
の
は
、
先
行

き
必
要
な
場
合
に
、
当
局
が
資
金
の
流
れ
を
制
御
す

る
呪
文
（
出
口
操
作
）
を
う
ま
く
使
え
る
か
ど
う
か
。

も
し
弟
子
の
よ
う
に
使
え
な
い
な
ら
、
日
本
は
投
機

資
金
の
波
に
翻
弄
さ
れ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
。

２０１　経済倶楽部講演録―２０１５．４


